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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機発光ダイオード；
　前記有機発光ダイオードに駆動電流を供給する駆動トランジスタ；
　前記駆動トランジスタに対応するデータ信号を伝達するデータ線；
　前記有機発光ダイオードの一電極に連結されている第１電極及び前記データ線に連結さ
れている第２電極を含む第１トランジスタ；　
　前記データ線に連結されている第１電極及び前記駆動トランジスタのゲート電極に連結
されている第２電極を含む第２トランジスタ；及び
　前記第１トランジスタをターンオンさせて、前記有機発光ダイオードに所定の第１電流
を供給する間に、有機発光ダイオードの一電極に印加される第１電圧が前記データ線を通
して伝達されて、前記第１電圧によって前記有機発光ダイオードの劣化程度を検出し、前
記検出された劣化を補償するために前記データ線に伝達されるデータ信号を補償し、
　前記第１トランジスタ、第２トランジスタ、及び駆動トランジスタをターンオンさせて
、前記データ線を通して前記駆動トランジスタから有機発光ダイオードに至る駆動電流の
経路で第２電流及び第３電流を各々シンクし、前記第２電流及び第３電流のシンクに対応
して前記駆動トランジスタのゲート電極に各々印加される第２電圧及び第３電圧が前記第
２トランジスタ及び前記データ線を通して伝達されて、前記駆動トランジスタのしきい電
圧及び移動度を算出し、前記算出された駆動トランジスタのしきい電圧及び移動度によっ
て前記データ線に伝達されるデータ信号を補償する補償部；を含み、
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　前記駆動トランジスタのしきい電圧及び移動度の算出において、前記有機発光ダイオー
ドが最低輝度で発光する時の電流値をシンクした時に検出される、駆動トランジスタのゲ
ート電極に印加される電圧値を得るために、前記第３電圧に所定の補償電圧値（Ｖｓｈｉ
ｆｔ）を加える
　ことを特徴とする有機発光表示装置。
【請求項２】
　前記データ線と前記補償部との間に各々位置して、対応する選択信号によってターンオ
ンされて、前記第１電圧を前記補償部に伝達する補償部選択スイッチをさらに含む、
　ことを特徴とする請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項３】
　前記補償部は、前記第１電圧を検出するために第１電流を供給する電流ソース部を含む
、
　ことを特徴とする請求項２に記載の有機発光表示装置。
【請求項４】
　前記補償部は、前記第１電圧によって有機発光ダイオードの劣化程度を判断し、前記判
断された劣化程度によってデータ信号による補償量を決定する制御部をさらに含む、
　ことを特徴とする請求項３に記載の有機発光表示装置。
【請求項５】
　前記第３電流は、前記第２電流より電流値が低い、
　ことを特徴とする請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項６】
　前記第２電流は、高階調データ電圧に対応する電流値である、
　ことを特徴とする請求項５に記載の有機発光表示装置。
【請求項７】
　前記第２電流は、有機発光ダイオードが最大輝度で発光する時に前記有機発光ダイオー
ドに流れる電流値である、
　ことを特徴とする請求項５に記載の有機発光表示装置。
【請求項８】
　前記第３電流は、低階調データ電圧に対応する電流値である、
　ことを特徴とする請求項５に記載の有機発光表示装置。
【請求項９】
　前記第３電流は、前記第２電流の電流値の０．１％乃至５０％の電流値である、
　ことを特徴とする請求項５に記載の有機発光表示装置。
【請求項１０】
　前記データ線と補償部との間に各々位置して、対応する選択信号によってターンオンさ
れて、前記第２電圧または前記第３電圧を前記補償部に各々伝達する補償部選択スイッチ
をさらに含む、
　ことを特徴とする請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項１１】
　前記補償部は、前記第２電圧を検出するために第２電流をシンクする第１電流シンク部
、及び前記第３電圧を検出するために第３電流をシンクする第２電流シンク部を含む、
　ことを特徴とする請求項１０に記載の有機発光表示装置。
【請求項１２】
　前記補償部は、前記第２電圧及び前記第３電圧によって駆動トランジスタのしきい電圧
及び移動度を算出し、前記算出された駆動トランジスタのしきい電圧及び移動度によって
データ信号による補償量を決定する制御部をさらに含む、
　ことを特徴とする請求項１１に記載の有機発光表示装置。
【請求項１３】
　複数の有機発光ダイオード及び前記複数の有機発光ダイオード各々に駆動電流を供給す
る複数の駆動トランジスタ各々を含む複数の画素、
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　前記複数の画素各々に対応するデータ信号を伝達する複数のデータ線、及び補償部を含
み、
　前記補償部は、前記データ線各々を通して前記複数の有機発光ダイオード各々に所定の
第１電流を供給する間に、前記複数の有機発光ダイオード各々の駆動電圧が対応するデー
タ線を通して伝達され、前記伝達された駆動電圧によって前記複数の有機発光ダイオード
各々の劣化程度を判断し、前記判断された劣化程度によって前記複数の画素各々に伝達さ
れる複数のデータ信号各々を補償し、
　前記データ線各々を通して駆動トランジスタから有機発光ダイオードに至る駆動電流の
経路で第２電流及び第３電流を各々シンクする間に、前記複数の駆動トランジスタ各々の
ゲート電極に印加される複数の第２電圧及び複数の第３電圧によって前記複数の駆動トラ
ンジスタ各々のしきい電圧及び移動度を算出し、前記算出された複数の駆動トランジスタ
各々のしきい電圧及び移動度によって前記複数の画素各々に伝達される複数のデータ信号
各々を補償し、
　前記駆動トランジスタのしきい電圧及び移動度の算出において、前記有機発光ダイオー
ドが最低輝度で発光する時の電流値をシンクした時に検出される、駆動トランジスタのゲ
ート電極に印加される電圧値を得るために、前記第３電圧に所定の補償電圧値（Ｖｓｈｉ
ｆｔ）を加える
　ことを特徴とする有機発光表示装置。
【請求項１４】
　前記有機発光表示装置は、前記複数のデータ線各々に接続される複数のデータ選択スイ
ッチ及び前記複数のデータ線各々から分岐された複数の分岐線の接続点に接続される複数
の補償部選択スイッチを含む選択部をさらに含み、
　前記複数の補償部選択スイッチ各々は、対応する選択信号によってターンオンされて、
前記複数の有機発光ダイオード各々の駆動電圧を前記補償部に伝達する、
　ことを特徴とする請求項１３に記載の有機発光表示装置。
【請求項１５】
　前記補償部は、前記複数の有機発光ダイオード各々に前記所定の第１電流を供給する電
流ソース部を含む、
　ことを特徴とする請求項１３に記載の有機発光表示装置。
【請求項１６】
　前記補償部は、前記複数の有機発光ダイオード各々の駆動電圧によって複数の有機発光
ダイオード各々の劣化程度を判断し、前記判断された劣化程度によってデータ信号による
補償量を決定する制御部をさらに含む、
　ことを特徴とする請求項１５に記載の有機発光表示装置。
【請求項１７】
　前記第３電流は、前記第２電流より電流値が低い、
　ことを特徴とする請求項１３に記載の有機発光表示装置。
【請求項１８】
　前記第２電流は、高階調データ電圧に対応する電流値である、
　ことを特徴とする請求項１７に記載の有機発光表示装置。
【請求項１９】
　前記第２電流は、前記有機発光ダイオードが最大輝度で発光する時に前記有機発光ダイ
オードに流れる電流値である、
　ことを特徴とする請求項１７に記載の有機発光表示装置。
【請求項２０】
　前記第３電流は、低階調データ電圧に対応する電流値である、
　ことを特徴とする請求項１７に記載の有機発光表示装置。
【請求項２１】
　前記第３電流は、前記第２電流の電流値の０．１％乃至５０％の電流値である、
　ことを特徴とする請求項１７に記載の有機発光表示装置。
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【請求項２２】
　前記補償部は、
　前記複数の第２電圧を検出するために第２電流をシンクする第１電流シンク部、及び前
記複数の第３電圧を検出するために第３電流をシンクする第２電流シンク部を含む、
　ことを特徴とする請求項１３に記載の有機発光表示装置。
【請求項２３】
　前記補償部は、前記複数の第２電圧及び複数の第３電圧によって前記複数の駆動トラン
ジスタ各々のしきい電圧及び移動度を算出し、前記算出された複数の駆動トランジスタ各
々のしきい電圧及び移動度によって前記複数の画素各々に伝達される複数のデータ信号各
々による補償量を決定する制御部をさらに含む、
　ことを特徴とする請求項２２に記載の有機発光表示装置。
【請求項２４】
　前記有機発光表示装置は、前記複数のデータ線各々に接続される複数のデータ選択スイ
ッチ及び前記複数のデータ線各々から分岐された複数の分岐線の接続点に接続される複数
の補償部選択スイッチを含む選択部をさらに含み、
　前記複数の補償部選択スイッチ各々は、対応する選択信号によってターンオンされて、
前記複数の第２電圧及び前記複数の第３電圧を各々前記補償部に伝達する、
　ことを特徴とする請求項１３に記載の有機発光表示装置。
【請求項２５】
　複数の有機発光ダイオード及び前記複数の有機発光ダイオード各々に駆動電流を供給す
る複数の駆動トランジスタを各々含む複数の画素、前記複数の画素各々に対応するデータ
信号を伝達する複数のデータ線、及び前記データ線各々を通して前記複数の有機発光ダイ
オード各々に所定の第１電流を供給する間に、前記複数の有機発光ダイオード各々に伝達
された駆動電圧によって前記複数の有機発光ダイオード各々の劣化程度を判断し、前記判
断された劣化程度によって前記複数の画素各々に伝達される複数のデータ信号各々を補償
し、前記データ線各々を通して駆動トランジスタから有機発光ダイオードに至る駆動電流
の経路で第２電流及び第３電流を各々シンクする間に、前記複数の駆動トランジスタ各々
のゲート電極に印加される複数の第２電圧及び複数の第３電圧が前記データ線各々を通し
て伝達される補償部を含む有機発光表示装置の駆動方法において、
　対応するデータ線を通して前記複数の駆動トランジスタ各々のゲート電極に印加される
複数の第２電圧及び複数の第３電圧が伝達される電圧感知段階；
　前記伝達された複数の第２電圧及び複数の第３電圧によって前記複数の駆動トランジス
タ各々のしきい電圧及び移動度を算出する演算段階；及び
　前記算出された複数の駆動トランジスタ各々のしきい電圧及び移動度によって前記複数
の画素各々に伝達される複数のデータ信号各々を補償する補償段階；を
含み、
　前記駆動トランジスタのしきい電圧及び移動度の算出において、前記有機発光ダイオー
ドが最低輝度で発光する時の電流値をシンクした時に検出される、駆動トランジスタのゲ
ート電極に印加される電圧値を得るために、前記第３電圧に所定の補償電圧値（Ｖｓｈｉ
ｆｔ）を加える
　ことを特徴とする有機発光表示装置の駆動方法。
【請求項２６】
　前記電圧感知段階が行われる期間に、前記複数の画素各々に含まれている前記有機発光
ダイオードに前記所定の第１電流が流れるようにして、前記有機発光ダイオードの駆動電
圧を対応するデータ線に伝達する複数の画素各々の第１トランジスタはターンオンされる
、
　ことを特徴とする請求項２５に記載の有機発光表示装置の駆動方法。
【請求項２７】
　前記電圧感知段階が行われる期間に、前記複数の有機発光ダイオード各々の一電極及び
前記対応するデータ線間に連結された複数の画素各々の第１トランジスタ、前記複数の有



(5) JP 5761776 B2 2015.8.12

10

20

30

40

50

機発光ダイオード各々に駆動電流を供給する複数の画素各々の駆動トランジスタ、及び前
記対応するデータ線及び前記駆動トランジスタのゲート電極の間に連結された複数の画素
各々の第２トランジスタはターンオンされる、
　ことを特徴とする請求項２５に記載の有機発光表示装置の駆動方法。
【請求項２８】
　前記第３電流は、前記第２電流より電流値が低い、
　ことを特徴とする請求項２５に記載の有機発光表示装置の駆動方法。
【請求項２９】
　前記第２電流は、高階調データ電圧に対応する電流値である、
　ことを特徴とする請求項２８に記載の有機発光表示装置の駆動方法。
【請求項３０】
　前記第２電流は、前記有機発光ダイオードが最大輝度で発光する時に前記有機発光ダイ
オードに流れる電流値である、
　ことを特徴とする請求項２８に記載の有機発光表示装置の駆動方法。
【請求項３１】
　前記第３電流は、低階調データ電圧に対応する電流値である、
　ことを特徴とする請求項２８に記載の有機発光表示装置の駆動方法。
【請求項３２】
　前記第３電流は、前記第２電流の電流値の０．１％乃至５０％の電流値である、
　ことを特徴とする請求項２８に記載の有機発光表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機発光表示装置及びその駆動方法に関し、より詳細には、有機発光ダイオ
ードの劣化を迅速に補償して、駆動トランジスタのしきい電圧及び移動度と関係なく均一
な輝度の映像を表示することができる、有機発光表示装置及びその駆動方法に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　最近になって、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ－Ｒａｙ－Ｔｕｂｅ）の短所である重量及び
体積を減少させる各種平板表示装置が開発されている。平板表示装置としては、液晶表示
装置（Ｌｉｑｕｉｄ Ｃｒｙｓｔａｌ Ｄｉｓｐｌａｙ：ＬＣＤ）、電界放出表示装置（Ｆ
ｉｅｌｄ Ｅｍｉｓｓｉｏｎ Ｄｉｓｐｌａｙ：ＦＥＤ）、プラズマ表示パネル（Ｐｌａｓ
ｍａ‐Ｄｉｓｐｌａｙ‐Ｐａｎｅｌ：ＰＤＰ）、及び有機発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ
‐Ｌｉｇｈｔ Ｅｍｉｔｔｉｎｇ Ｄｉｓｐｌａｙ Ｄｅｖｉｃｅ）などがある。
【０００３】
　平板表示装置のうちの有機発光表示装置は、電子及び正孔の再結合によって光を発生さ
せる有機発光ダイオード（Ｏｒｇａｎｉｃ‐Ｌｉｇｈｔ Ｅｍｉｔｔｉｎｇ Ｄｉｏｄｅ、
ＯＬＥＤ）を利用して映像を表示するものであって、応答速度が速く、低い消費電力で駆
動され、発光効率、輝度、及び視野角が優れている長所があるため注目されている。
　通常の有機発光表示装置は、有機発光ダイオードを駆動する方式によってパッシブマト
リックス型有機発光表示装置（ＰＭＯＬＥＤ）及びアクティブマトリックス型有機発光表
示装置（ＡＭＯＬＥＤ）に分類される。
【０００４】
　パッシブマトリックス型は、陽極及び陰極を互いに直交するように形成し、陰極ライン
及び陽極ラインを選択して駆動する方式であり、アクティブマトリックス型は、薄膜トラ
ンジスタ及びキャパシタを各ピクセル内に集積し、キャパシタ容量によって電圧を維持し
て駆動する方式である。パッシブマトリックス型は、構造が簡単で廉価であるが、大型ま
たは高精密度のパネルの実現が難しい。反面、アクティブマトリックス型は、大型及び高
精密度のパネルの実現が可能であるが、その制御方法が技術的に難しく、比較的高価であ
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る。
　従って、解像度、コントラスト、動作速度の観点から、単位画素ごとに選択して点灯す
るアクティブマトリックス型有機発光表示装置（ＡＭＯＬＥＤ）が主流をなしている。
【０００５】
　しかし、有機発光ダイオードの劣化によって発光効率が低下し、同一な電流に対して発
光輝度が低下する問題が発生する。
　また、有機発光ダイオードに流れる電流を制御する駆動トランジスタのしきい電圧の不
均一及び電子移動度（ｅｌｅｃｔｒｏｎ ｍｏｂｉｌｉｔｙ）の偏差によって、同一なデ
ータ信号によって有機発光ダイオードに流れる電流が異なる問題がある。
　有機発光ダイオードの劣化はイメージスティッキング（ｉｍａｇｅ－ｓｔｉｃｋｉｎｇ
）の原因となり、駆動トランジスタの特性の偏差はムラ（ｍｕｒａ）の原因となる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、このような問題を解決するために案出されたものであって、有機発光表示装
置の各々の画素のトランジスタのしきい電圧の不均一及び電子移動度の偏差による輝度の
不均一及び偏差を防止して、画質を向上させることができる、有機発光表示装置及びその
駆動方法を提供することに目的がある。
　 また、有機発光表示装置の各々の画素に含まれる有機発光ダイオードの劣化をリアル
タイムで迅速に感知し、これを補償することによって、有機発光ダイオードの劣化に関係
なく目的とする輝度を実現することができる、有機発光表示装置及びその駆動方法を提供
することに他の目的がある。
【０００７】
　本発明が目的とする技術的課題は、前記で言及した技術的課題に限定されず、言及され
ないまた他の技術的課題も、本発明の記載から当該分野における通常の知識を有する者に
明確に理解される。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記目的を達成するための本発明の一実施形態による有機発光表示装置は、有機発光ダ
イオード；前記有機発光ダイオードに駆動電流を供給する駆動トランジスタ；前記駆動ト
ランジスタに対応するデータ信号を伝達するデータ線；前記有機発光ダイオードの一電極
に連結されている第１電極及び前記データ線に連結されている第２電極を含む第１トラン
ジスタ；及び前記データ線に連結されている第１電極及び前記駆動トランジスタのゲート
電極に連結されている第２電極を含む第２トランジスタ；を含む。
　前記第１トランジスタ、第２トランジスタ、及び駆動トランジスタをターンオンさせる
と、前記データ線を通して前記駆動トランジスタから有機発光ダイオードに至る駆動電流
の経路で第１電流及び第２電流が各々シンクされる。
【０００９】
　この時、前記第１電流及び第２電流のシンクに対応して前記駆動トランジスタのゲート
電極に各々印加される第１電圧及び第２電圧が前記第２トランジスタ及び前記データ線を
通して伝達されて、前記駆動トランジスタのしきい電圧及び移動度を算出する。その後、
本発明の一実施形態による有機発光表示装置は、前記駆動トランジスタのしきい電圧及び
移動度に関係なく前記データ線に伝達されるデータ信号を補償する。
　本発明の有機発光表示装置は、前記第１トランジスタをターンオンさせて、前記有機発
光ダイオードに所定の第３電流を供給する間に、有機発光ダイオードの一電極に印加され
る第３電圧が前記データ線を通して伝達される。この時、前記第３電圧によって前記有機
発光ダイオードの劣化程度を検出し、前記検出された劣化を補償するために前記データ線
に伝達されるデータ信号を補償する。
【００１０】
　また、本発明の有機発光表示装置は、前記データ線を通して前記第３電圧が伝達される
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補償部、及び前記データ線と前記補償部との間に各々位置して、対応する選択信号によっ
てターンオンされて、前記第３電圧を前記補償部に伝達する補償部選択スイッチをさらに
含む。
　前記補償部は、前記第３電圧を検出するために第３電流を供給する電流ソース部を含む
。
　また、前記補償部は、前記第３電圧によって有機発光ダイオードの劣化程度を判断し、
前記判断された劣化程度によってデータ信号による補償量を決定する制御部をさらに含む
。
　本発明において、前記第２電流は、前記第１電流より電流値が低い。前記第１電流は、
高階調データ電圧に対応する電流値であったり、あるいは有機発光ダイオードが最大輝度
で発光する時に前記有機発光ダイオードに流れる電流値である。
【００１１】
　前記第２電流は、低階調データ電圧に対応する電流値であったり、あるいは前記第１電
流の電流値の０．１％乃至５０％の電流値である。
　前記第２電圧は、前記有機発光ダイオードが最低輝度で発光する時に有機発光ダイオー
ドに流れる電流値にシンクして、検出される駆動トランジスタのゲート電極に印加される
電圧値及び前記第２電圧との差による補償電圧値で補償される。
　本発明の一実施形態による有機発光表示装置は、前記第１電圧及び第２電圧各々が前記
データ線を通して伝達される補償部、及び前記データ線と補償部との間に各々位置して、
対応する選択信号によってターンオンされて、前記第１電圧または前記第２電圧を前記補
償部に各々伝達する複数の補償部選択スイッチをさらに含む。
【００１２】
　この時、前記補償部は、前記第１電圧を検出するために第１電流をシンクする第１電流
シンク部、及び前記第２電圧を検出するために第２電流をシンクする第２電流シンク部を
含む。
　また、前記補償部は、前記第１電圧及び前記第２電圧によって駆動トランジスタのしき
い電圧及び移動度を算出し、前記算出された駆動トランジスタのしきい電圧及び移動度に
よってデータ信号による補償量を決定する制御部をさらに含む。
【００１３】
　前記目的を達成するための本発明の一実施形態による有機発光表示装置は、複数の有機
発光ダイオード及び前記複数の有機発光ダイオード各々に駆動電流を供給する複数の駆動
トランジスタ各々を含む複数の画素、前記複数の画素各々に対応するデータ信号を伝達す
る複数のデータ線、及び前記データ線各々を通して駆動トランジスタから有機発光ダイオ
ードに至る駆動電流の経路で第１電流及び第２電流を各々シンクする間に、前記複数の駆
動トランジスタ各々のゲート電極に印加される複数の第１電圧及び複数の第２電圧が前記
データ線各々を通して伝達される補償部を含む。この時、前記補償部は、前記伝達された
複数の第１電圧及び複数の第２電圧によって前記複数の駆動トランジスタ各々のしきい電
圧及び移動度を算出し、前記算出された複数の駆動トランジスタ各々のしきい電圧及び移
動度によって前記複数の画素各々に伝達される複数のデータ信号各々を補償する。
【００１４】
　また、前記補償部は、前記データ線各々を通して前記複数の有機発光ダイオード各々に
所定の第３電流を供給する間に、前記複数の有機発光ダイオード各々の駆動電圧が対応す
るデータ線を通して伝達され、前記伝達された駆動電圧によって前記複数の有機発光ダイ
オード各々の劣化程度を判断し、前記判断された劣化程度によって前記複数の画素各々に
伝達される複数のデータ信号各々を補償することができる。
　本実施形態の有機発光表示装置は、前記複数のデータ線各々に接続される複数のデータ
選択スイッチ及び前記複数のデータ線各々から分岐された複数の分岐線の接続点に接続さ
れる複数の補償部選択スイッチを含む選択部をさらに含むことができる。前記複数の補償
部選択スイッチ各々は、対応する選択信号によってターンオンされて、前記複数の有機発
光ダイオード各々の駆動電圧を前記補償部に伝達する。
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【００１５】
　また、本実施形態の有機発光表示装置は、前記複数のデータ線各々に接続される複数の
データ選択スイッチ及び前記複数のデータ線各々から分岐された複数の分岐線の接続点に
接続される複数の補償部選択スイッチを含む選択部をさらに含むことができる。前記複数
の補償部選択スイッチのうちの所定の第１補償部選択スイッチ及び第２補償部選択スイッ
チは、対応する選択信号各々によってターンオンされて、前記複数の第１電圧及び前記複
数の第２電圧を各々前記補償部に伝達する。
　前記目的を達成するための本発明の一実施形態による有機発光表示装置の駆動方法は、
複数の有機発光ダイオード及び前記複数の有機発光ダイオード各々に駆動電流を供給する
複数の駆動トランジスタを各々含む複数の画素、前記複数の画素各々に対応するデータ信
号を伝達する複数のデータ線、及び前記データ線各々を通して駆動トランジスタから有機
発光ダイオードに至る駆動電流の経路で第１電流及び第２電流を各々シンクする間に、前
記複数の駆動トランジスタ各々のゲート電極に印加される複数の第１電圧及び複数の第２
電圧が前記データ線各々を通して伝達される補償部を含む有機発光表示装置に関する方法
である。
【００１６】
　具体的に、前記駆動方法は、前記対応するデータ線を通して前記複数の駆動トランジス
タ各々のゲート電極に印加される複数の第１電圧及び複数の第２電圧が伝達される電圧感
知段階；及び前記伝達された複数の第１電圧及び複数の第２電圧によって前記複数の駆動
トランジスタ各々のしきい電圧及び移動度を算出する演算段階；及び前記算出された複数
の駆動トランジスタ各々のしきい電圧及び移動度によって前記複数の画素各々に伝達され
る複数のデータ信号各々を補償する補償段階；を含む。
　また、前記有機発光表示装置の駆動方法は、前記補償部が前記データ線各々を通して前
記複数の有機発光ダイオード各々に所定の第３電流を供給する間に、前記複数の有機発光
ダイオード各々の駆動電圧が伝達される駆動電圧感知段階；及び前記伝達された駆動電圧
によって前記複数の有機発光ダイオード各々の劣化程度を判断し、前記判断された劣化程
度によって前記複数の画素各々に伝達される複数のデータ信号各々を補償する補償段階；
をさらに含むことができる。
【００１７】
　前記駆動電圧感知段階が行われる期間に、前記複数の画素各々に含まれている前記有機
発光ダイオードに前記所定の第３電流が流れるようにして、前記有機発光ダイオードの駆
動電圧を対応するデータ線に伝達する複数の画素各々の第１トランジスタはターンオンさ
れる。
　また、前記電圧感知段階が行われる期間に、前記複数の有機発光ダイオード各々の一電
極及び前記対応するデータ線の間に連結された複数の画素各々の第１トランジスタ、前記
複数の有機発光ダイオード各々に駆動電流を供給する複数の画素各々の駆動トランジスタ
、及び前記対応するデータ線及び前記駆動トランジスタのゲート電極の間に連結された複
数の画素各々の第２トランジスタはターンオンされる。
【００１８】
　本発明の一実施形態による駆動方法において、前記演算段階以前に、前記第２電圧を前
記有機発光ダイオードが最低輝度で発光する時に有機発光ダイオードに流れる電流値にシ
ンクして、検出される駆動トランジスタのゲート電極に印加される電圧値及び前記第２電
圧との差による補償電圧値で補償する段階をさらに含むことができる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、有機発光表示装置における画素各々のトランジスタのしきい電圧の不
均一及び電子移動度の偏差による輝度の不均一及び偏差を防止して、画質を向上させるこ
とができる。
　また、本発明によれば、有機発光表示装置の画素各々に含まれる有機発光ダイオードの
劣化をリアルタイムで迅速に感知して補償することによって、有機発光ダイオードの劣化
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に関係なく目的とする輝度で画面を表示することができる。同時に、有機発光ダイオード
の劣化感知を迅速に実施すると同時にブラック輝度の達成を実現することが難しい問題を
克服して、所望のレベルのブラック輝度を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の一実施形態による有機発光表示装置のブロック図である。
【図２】図１に示された一部の構成を詳細に示した図面である。
【図３】図１に示された画素の一実施形態を示した回路図である。
【図４】図１に示された一部の構成及び画素の一実施形態による回路図を示した図面であ
る。
【図５】画素及び選択部に供給される一実施形態による駆動波形を示した図面である。
【図６】画素及び選択部に供給される一実施形態による駆動波形を示した図面である。
【図７】画素及び選択部に供給される一実施形態による駆動波形を示した図面である。
【図８】画素及び選択部に供給される一実施形態による駆動波形を示した図面である。
【図９】画素及び選択部に供給される他の実施形態による駆動波形を示した図面である。
【図１０】既存のアルゴリズムを適用した有機発光表示装置の階調別電流曲線を示したグ
ラフである。
【図１１】本発明の一実施形態によるアルゴリズムを適用した有機発光表示装置の階調別
電流曲線を示したグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、添付した図面を参照して、本発明の実施形態について、本発明が属する技術分野
で通常の知識を有する者が容易に実施できるように詳細に説明する。しかし、本発明は、
多様な相異した形態に具現され、ここで説明する実施形態に限定されない。
　また、多様な実施形態において、同一な構成を有する構成要素については同一な符号を
使用して代表的に第１実施形態で説明し、その他の実施形態では第１実施形態と異なる構
成についてのみ説明する。
　本発明を明確に説明するために、説明に不要な部分は省略し、明細書全体にわたって同
一または類似した構成要素については、同一な参照符号を付けた。
　明細書全体において、ある部分が他の部分と「連結」されているとする時、これは「直
接的に連結」されている場合だけでなく、その中間に他の素子をおいて「電気的に連結」
されている場合も含む。また、ある部分がある構成要素を「含む」とする時、これは特に
反対になる記載がない限り、他の構成要素を排除するのではなく、他の構成要素をさらに
含むことができることを意味する。
【００２２】
　図１は本発明の一実施形態による有機発光表示装置のブロック図である。
　本発明の一実施形態による有機発光表示装置は、表示部１０、走査駆動部２０、データ
駆動部３０、感知駆動部４０、タイミング制御部５０、補償部６０、及び選択部７０を含
む。
　表示部１０は、複数の画素１００が配列されて、各画素１００各々にデータ駆動部３０
から伝達されるデータ信号による駆動電流の流れに対応する光を発光する有機発光ダイオ
ード（図３のＯＬＥＤ）が含まれる。
【００２３】
　前記画素１００各々に、行方向に形成されて走査信号を伝達する複数の走査線（Ｓ１、
Ｓ２、…、Ｓｎ）、発光制御信号を伝達する複数の発光制御線（ＥＭ１、ＥＭ２、…、Ｅ
Ｍｎ）、及び感知信号を伝達する複数の感知線（ＳＥ１、ＳＥ２、…、ＳＥｎ）が配列さ
れる。 また、前記画素１００各々に、列方向に形成されてデータ信号を伝達する複数の
データ線（Ｄ１、Ｄ２、…、Ｄｍ）が配列される。複数のデータ線（Ｄ１、Ｄ２、…、Ｄ
ｍ）は、対応するデータ信号以外に、画素各々に含まれている有機発光ダイオードの劣化
程度による有機発光ダイオードの駆動電圧、駆動トランジスタのしきい電圧及び移動度を
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算出することができる駆動トランジスタのゲート電極にかかる電圧を選択的にさらに伝達
することができる。
【００２４】
　表示部１０は、複数の画素各々に駆動電流を供給するために必要な第１電源電圧ＥＬＶ
ＤＤ及び第２電源電圧ＥＬＶＳＳが電源供給装置（図示せず）から伝達される。
　走査駆動部２０は、表示部１０に走査信号を印加する手段であって、複数の走査線（Ｓ
１、Ｓ２、…、Ｓｎ）と連結されて、複数の走査信号各々を複数の走査線のうちの対応す
る走査線に伝達する。
　また、走査駆動部２０は、表示部１０に発光制御信号を印加する手段であって、複数の
発光制御線（ＥＭ１、ＥＭ２、…、ＥＭｎ）と連結されて、複数の発光制御信号各々を複
数の発光制御線のうちの対応する発光制御線に伝達する。
　本発明の実施形態では、走査駆動部２０が複数の発光制御信号を複数の走査信号と共に
生成して伝達することを説明しているが、本発明がこれに限定されるのではない。つまり
、本発明の他の実施形態による表示装置は、発光制御駆動部を別途に含むことができる。
【００２５】
　感知駆動部４０は、表示部１０に感知信号を印加する手段であって、複数の感知線（Ｓ
Ｅ１、ＳＥ２、…、ＳＥｎ）と連結されて、複数の感知信号各々を複数の感知線のうちの
対応する感知線に伝達する。
　データ駆動部３０は、表示部１０にデータ信号を伝達する手段であって、データ駆動部
３０は、タイミング制御部５０から映像データ信号の伝達を受けて複数のデータ信号を生
成し、複数の走査信号各々が対応する走査線に伝達される時点に同期して複数のデータ線
（Ｄ１、Ｄ２、…、Ｄｍ）に対応する複数のデータ信号を伝達する。そうすると、表示部
１０に含まれている複数の画素１００のうちの走査信号が伝達された１つの行の複数の画
素にデータ駆動部３０から出力された複数のデータ信号が伝達される。そうすると、複数
の画素各々の有機発光ダイオードには対応するデータ信号による駆動電流が流れる。
【００２６】
　補償部６０は、複数の画素各々に含まれている複数の有機発光ダイオードの駆動電圧を
検出し、それに基づいて複数の有機発光ダイオード各々の劣化程度（以下、劣化度）を感
知し、感知された劣化度を補償するためのデータ信号補償量を決定する。この時、データ
信号補償量は感知された劣化度及びデータ信号によって決定される。
　また、補償部６０は、複数の画素各々に含まれている複数の駆動トランジスタ各々のゲ
ート電極にかかる電圧をセンシングし、これから複数の駆動トランジスタ各々のしきい電
圧及び移動度に対する偏差を補償するために、各駆動トランジスタのしきい電圧及び移動
度を算出する。補償部６０は、前記算出された駆動トランジスタ各々のしきい電圧及び移
動度に基づいて、これら値の偏差と関係なくデータ信号に対応する目標輝度で有機発光ダ
イオードが発光することができるようにデータ信号補償量を決定する。目標輝度とは、基
準として設定されたしきい電圧及び移動度を有する駆動トランジスタに当該データ信号が
伝達された時に発生する電流が有機発光ダイオードに流れる時に発生する輝度である。
【００２７】
　補償部６０は、複数の画素各々の有機発光ダイオード各々に対して複数の映像データ信
号各々に対応するデータ信号補償量を保存している。補償部６０は、タイミング制御部５
０に補償されたデータ信号補償量を伝達し、タイミング制御部５０は、映像信号に対応す
る映像データ信号に対応するデータ信号補償量を加えて補償された映像データ信号を生成
する。
　選択部７０は、複数のデータ線（Ｄ１、Ｄ２、…、Ｄｍ）各々に接続される複数の選択
スイッチ（図示せず、以下「データ選択スイッチ」とする）、複数のデータ線（Ｄ１、Ｄ
２、…、Ｄｍ）各々から分岐された複数の分岐線を補償部６０に連結させる複数の選択ス
イッチ（図示せず、以下「補償部選択スイッチ」とする）、及び前記複数のデータ選択ス
イッチ、及び複数の補償部選択スイッチを制御する複数の選択信号を生成して伝達する選
択駆動部７５を含む。
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【００２８】
　複数のデータ選択スイッチは、表示装置が映像を表示する期間（以下「映像表示期間」
とする）の間に、データ駆動部３０から出力される複数のデータ信号を複数のデータ線に
伝達する。つまり、複数のデータ選択スイッチは映像表示期間の間は全てターンオンされ
た状態である。
　複数の補償部選択スイッチは、有機発光ダイオードＯＬＥＤの駆動電圧を測定する期間
及びしきい電圧の偏差を算出するために複数の駆動トランジスタ各々のゲート電圧が伝達
される期間（以下、２つの期間を合わせて「感知期間」とする）の間に、複数のデータ線
各々を補償部６０に連結する。複数の補償部選択スイッチは映像表示期間の間は全てター
ンオフされた状態である。また、感知期間の間に、複数の補償部選択スイッチは順次にタ
ーンオンされる。
【００２９】
　選択駆動部７５は、タイミング制御部５０から選択駆動制御信号の伝達を受けて、複数
のデータ選択スイッチのスイッチング動作を制御する第１選択信号または複数の補償部選
択スイッチのスイッチング動作を制御する第２選択信号を生成する。本発明の一実施形態
による駆動タイミングに対応する選択部７０に対する説明は、後に図４の説明で詳細に記
述する。
　複数のデータ選択スイッチは映像表示期間では複数の第１選択信号によってターンオン
された状態であるため、複数の画素のうちの所定の画素行に含まれている複数の画素各々
は、対応するデータ線から伝達されるデータ信号による駆動電流で発光する。
【００３０】
　感知期間に、複数の補償部選択スイッチは複数の第２選択信号によって順次にターンオ
ンされる。所定の画素列に感知信号が伝達されている間に、複数のデータ線から分岐され
た複数の分岐線各々は順次にターンオンされる補償部選択スイッチを通して補償部６０に
連結される。そうすると、感知信号が伝達された画素列の複数の画素１００各々が補償部
６０に連結される。このような動作は、複数の感知線（ＳＥ１、ＳＥ２、…、ＳＥｎ）及
び対応する画素列の複数の画素１００に対して反復的に行われる。従って、感知信号が伝
達された複数の画素１００各々に対する情報が対応する第２選択信号によって補償部６０
に伝達される。この時、画素に対する情報は、有機発光ダイオードＯＬＥＤの駆動電圧、
移動度、または駆動トランジスタのゲート電極にかかった電圧である。
【００３１】
　タイミング制御部５０は、走査駆動部２０、データ駆動部３０、感知駆動部４０、及び
選択部７０に含まれる選択駆動部７５と連結され、外部から映像信号、同期信号、クロッ
ク信号の伝達を受けて、走査駆動部２０、データ駆動部３０、感知駆動部４０、及び選択
部７０に含まれる選択駆動部７５各々を制御する制御信号を生成して各々伝達する。
　タイミング制御部５０は、赤色、青色、緑色の成分を有する映像信号（ＲＧＢ Ｉｍａ
ｇｅ ｓｉｇｎａｌ）の入力を受けて、補償部６０から伝達されたデータ信号補償量を利
用して映像データ信号を生成する。
　この時、タイミング制御部５０は、駆動トランジスタのしきい電圧、移動度、及び有機
発光ダイオードＯＬＥＤの駆動電圧に対する偏差を補償するためのデータ信号補償量を映
像信号に反映して、映像データ信号を生成する。映像データ信号がデータ駆動部３０に伝
達され、データ駆動部３０が映像データ信号による複数のデータ信号を表示部１０の複数
の画素に伝達する。そうすると、画素全体は複数の駆動トランジスタのしきい電圧及び移
動度の偏差、及び有機発光ダイオードＯＬＥＤの劣化による偏差が補償された電流によっ
て発光する。
【００３２】
　具体的に、本発明の一実施形態による有機発光表示装置の一部の構成を図２に詳細に示
した。
　図２は図１の有機発光表示装置の各構成のうちの特に補償部６０を含む一部の構成を詳
細に示した図面である。
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　図２を参照すれば、補償部６０がタイミング制御部５０及び選択部７０に連結されてい
て、選択部７０は、補償部６０と共にデータ駆動部３０を画素１００に連結している。
　図２において、画素１００は、表示部１０を構成する複数の画素全体のうちの対応する
１つの画素だけを代表的に示したものであり、本発明の一実施形態による有機発光表示装
置に含まれる補償部６０、タイミング制御部５０、選択部７０、及びデータ駆動部３０の
補償過程及び駆動は、表示部１０の複数の画素全体に対して行われる。
【００３３】
　補償部６０は、電流ソース部６０１、第１電流シンク部６０３、第２電流シンク部６０
５、アナログデジタル変換部（Ａｎａｌｏｇ－Ｄｉｇｉｔａｌ Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ、以
下「ＡＤＣ」とする）６０７を含む。
　図２では、電流ソース部６０１、第１電流シンク部６０３、及び第２電流シンク部６０
５を各々１つずつ示したが、これに限定されず、電流ソース部６０１、第１電流シンク部
６０３、及び第２電流シンク部６０５が各々少なくとも１つ以上形成されてもよい。
　また、図２では、電流ソース部６０１、第１電流シンク部６０３、及び第２電流シンク
部６０５に連結された１つのＡＤＣ６０７を示したが、複数の電流ソース部６０１、複数
の第１電流シンク部６０３、及び複数の第２電流シンク部６０５に各々連結されたり、あ
るいはグルーピング（ｇｒｏｕｐｉｎｇ）されて連結された複数のＡＤＣ６０７が形成さ
れてもよい。
【００３４】
　電流ソース部６０１は、感知期間に複数の補償部選択スイッチのうちの対応する補償部
選択スイッチがターンオンされれば、電流ソース部６０１に含まれている第１スイッチが
ターンオンされる期間に、複数の画素のうちの対応する画素１００の有機発光ダイオード
に第１電流を供給する。そうすると、複数のデータ線のうちの画素１００に連結された対
応するデータ線を通して画素１００の有機発光ダイオードの駆動電圧（以下「第１電圧」
とする）がＡＤＣ６０７に供給される。ここで、第１電流は、画素１００に含まれる有機
発光ダイオードＯＬＥＤを経由して供給される。従って、ＡＤＣ６０７に供給される第１
電圧は、有機発光ダイオードＯＬＥＤの劣化度を反映する電圧値を有する。
【００３５】
　具体的に、画素１００に含まれている有機発光ダイオードＯＬＥＤが劣化するほど、有
機発光ダイオードＯＬＥＤの抵抗が増加し、それによって有機発光ダイオードＯＬＥＤの
アノード電極の電圧値が増加する。第１電流の電流値は、所定の電圧が印加されるように
実験的に決定されるが、第１電流が供給された時の有機発光ダイオードの予想可能な電圧
値が有機発光ダイオードの劣化によって増加した電圧値、つまり第１電圧に変化すれば、
これを感知して、ＡＤＣ６０７に伝達する。第１電流に対する正常な有機発光ダイオード
の電圧値と第１電圧の電圧値との差に相当する電圧値が有機発光ダイオードの劣化度を示
す。
【００３６】
　電流ソース部６０１で行われる画素１００の有機発光ダイオードの駆動電圧の検出は、
複数の補償部選択スイッチのターンオンに応答して表示部１０の画素全体で行われ、感知
期間に画素全体の第１電圧各々がＡＤＣ６０７に伝達される。
　第１電流シンク部６０３は、感知期間に複数の補償部選択スイッチのうちの対応する補
償部選択スイッチがターンオンされれば、第１電流シンク部６０３に含まれている第２ス
イッチがターンオンされる期間に、複数の画素のうちの対応する画素１００に第２電流を
シンクする。第２電流は、画素１００に含まれる駆動トランジスタを経由してシンクされ
る。そうすると、複数のデータ線のうちの画素１００に連結された対応するデータ線を通
して駆動トランジスタのゲート電極にかかった電圧（以下「第２電圧」とする）が伝達さ
れる。第２電圧を利用して画素１００の駆動トランジスタのしきい電圧及び移動度を算出
することができる。第２電圧などを利用した具体的な駆動トランジスタのしきい電圧及び
移動度の算出は、図４で後述する。
【００３７】
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　第２電流の電流値は、定められた時間内に所定の電圧が印加されるように多様に設定さ
れるが、特に高階調データ電圧に対応する電流値に設定される。好ましくは、画素１００
が最大輝度で発光する時に有機発光ダイオードＯＬＥＤに流れなければならない電流値（
Ｉｍａｘ）に設定される。
　第１電流シンク部６０３で行われる画素１００の駆動トランジスタの第２電圧の検出は
、複数の補償部選択スイッチのターンオンに応答して表示部１０の画素全体で行われ、感
知期間に画素全体の第２電圧各々を全て検出してＡＤＣ６０７に伝達する。
【００３８】
　一方、第２電流シンク部６０５は、感知期間に複数の補償部選択スイッチのうちの対応
する補償部選択スイッチがターンオンされれば、第２電流シンク部６０５に含まれている
第３スイッチがターンオンされる期間に、複数の画素のうちの対応する画素１００に第３
電流をシンクする。第３電流は、画素１００に含まれる駆動トランジスタを経由してシン
クされる。そうすると、複数のデータ線のうちの画素１００に連結された対応するデータ
線を通して駆動トランジスタのゲート電極にかかった電圧（以下「第３電圧」とする）が
ＡＤＣ６０７に伝達される。同様に、第３電圧を利用して画素１００の駆動トランジスタ
のしきい電圧及び移動度を算出することができる。
　この時、第３電流は、第２電流に比べて低い電流値を有するように設定される。特に、
低階調データ電圧に対応する電流値に設定される。
【００３９】
　一実施形態として、第３電流は、第２電流の０．１％乃至５０％の電流値である。
　他の一実施形態として、第３電流は、画素１００が最大輝度で発光する時に有機発光ダ
イオードＯＬＥＤに流れなければならない電流値（Ｉｍａｘ）の１／４に相当する電流値
である。
　前記実施形態において、第３電流にシンクした時にセンシングされた画素１００の第３
電圧は、最低階調データ電圧に対応する電流値にシンクした時に検出される画素の駆動ト
ランジスタのゲート電極の電圧値との差を利用して先に補償した後に、駆動トランジスタ
のしきい電圧及び移動度の算出に使用される。
　これは、最低階調データ電圧に対応する電流値程度に低い電流にシンクする時に発生す
る短所を克服して、長所を維持するためである。
【００４０】
　つまり、最低階調データ電圧に対応する電流値にシンクする場合、画素１００の駆動ト
ランジスタのゲート電極にかかる電圧が対応するデータ線に充電される時間が相対的に長
いため、リアルタイムの迅速な電圧センシングが難しい問題がある。また、低い電流値に
シンクする場合、ハードウェア上の実現が難しく、正確な値で偏差なく実現するのが難し
い。しかし、最低階調データ電圧に対応する電流値にシンクする場合には、所望のレベル
のブラック輝度を得ることができて、低階調データの実現が容易な長所がある。
【００４１】
　従って、本発明の一実施形態による有機発光表示装置は、最低階調データ電圧に対応す
る電流値より高い電流値に第３電流を設定し、それによって短時間内に第３電圧をセンシ
ングして、リアルタイムのデータ補償を容易にする。しかし、それによってブラック輝度
の達成が難しくなる点は、最低階調データ電圧に対応する電流値にシンクする時にセンシ
ングされる駆動トランジスタの電圧に基づいて第３電圧との差による補償電圧値を求め、
これを反映して補完するようにする。
　第２電流シンク部６０５で行われる画素１００の駆動トランジスタの第３電圧の検出は
、複数の補償部選択スイッチのターンオンに応答して表示部１０の画素全体で行われ、感
知期間に画素全体の第３電圧各々を全て検出してＡＤＣ６０７に伝達する。
【００４２】
　感知期間に複数の画素各々に対してセンシングされた第２電圧及び第３電圧の各々は、
複数の画素各々に含まれている駆動トランジスタ各々のしきい電圧及び電子移動度を算出
するのに利用される。
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　ＡＤＣ６０７は、表示部１０全体の画素に対して各々センシングされて電流ソース部６
０１、第１電流シンク部６０３、及び第２電流シンク部６０５から各々供給される第１電
圧、第２電圧、及び第３電圧各々をデジタル値に各々変換する。
　また、図２を参照すれば、補償部６０は、メモリ部６０９及び制御部６１３を含む。
　メモリ部６０９は、ＡＤＣ６０７から伝達された第１電圧、第２電圧、第３電圧各々の
デジタル値を保存する。
【００４３】
　制御部６１３は、複数の画素各々に対してセンシングされた第１電圧、第２電圧、第３
電圧に対するデジタル情報を利用して、複数の駆動トランジスタ各々のしきい電圧及び移
動度の偏差、及び複数の有機発光ダイオードＯＬＥＤ各々の劣化度を算出する。メモリ部
６０９は、算出された複数の駆動トランジスタ各々のしきい電圧及び移動度の偏差、及び
複数の有機発光ダイオードＯＬＥＤ各々の劣化度を保存する。
　このように、メモリ部６０９は、各画素の駆動トランジスタのしきい電圧及び移動度の
偏差、有機発光ダイオードＯＬＥＤの劣化度を画素単位で保存する。
【００４４】
　制御部６１３は、算出された駆動トランジスタのしきい電圧、移動度、及び有機発光ダ
イオードＯＬＥＤの劣化度によって映像データ信号を補償するデータ信号補償量を算出す
る。メモリ部６０９は、前記データ信号補償量をルックアップテーブル６１１形態で保存
する。この時、ルックアップテーブル６１１は、映像データ信号、駆動トランジスタのし
きい電圧及び移動度、有機発光ダイオードＯＬＥＤの劣化度の偏差を補償するデータ信号
補償量を保存したり、データ信号補償量を算出する演算式を保存する。
【００４５】
　タイミング制御部５０は、映像信号から任意の画素の階調を示す所定のビットの映像デ
ータ信号Ｄａｔａ１を制御部６１３に伝達する。制御部６１３は、当該画素の駆動トラン
ジスタのしきい電圧及び移動度の偏差、及び有機発光ダイオードＯＬＥＤの劣化度の情報
をメモリ部６０９から検出し、検出された偏差及び劣化度によって伝達された映像データ
信号を補償するためのデータ信号補償量をルックアップテーブル６１１から読み取る。
　制御部６１３は、読み取られたデータ信号補償量をタイミング制御部５０に伝達し、タ
イミング制御部５０は、映像データ信号Ｄａｔａ１にデータ信号補償量を加えて補正され
た映像データ信号Ｄａｔａ２を生成してデータ駆動部３０に伝達する。
【００４６】
　具体的に、映像データ信号Ｄａｔａ１は、１つの画素の階調を示す８ビット単位のデジ
タル信号が連続的に配列されたデジタル信号である。タイミング制御部５０は、８ビット
単位のデジタル信号各々に対応するデータ信号補償量を加えて異なるビット数、例えば１
０ビット単位のデジタル信号に生成することができる。そうすると、補正された映像デー
タ信号Ｄａｔａ２は、１０ビット単位のデジタル信号が連続的に配列された信号となる。
　補正された映像データ信号Ｄａｔａ２の供給を受けたデータ駆動部３０がこれを利用し
てデータ信号を生成し、生成されたデータ信号を表示部１０の複数の画素１００各々に供
給する。そうすると、複数の画素各々は、イメージスティッキング現象が補償されると同
時にムラの原因が除去されて、均一な輝度で映像を表示するようになる。
【００４７】
　図３は図１に示された画素の一実施形態を示した回路図である。
　図３は図１に示された表示部１０に含まれている複数の画素のうちのｎ番目の画素行及
びｍ番目の画素列に相当する位置の画素１００の回路図を代表的に示したものである。
　図３の実施形態による画素１００は、有機発光ダイオード（Ｏｒｇａｎｉｃ－Ｌｉｇｈ
ｔ Ｅｍｉｔｔｉｎｇ Ｄｉｏｄｅ、ＯＬＥＤ）、駆動トランジスタＭ１、第１トランジス
タＭ３、第２トランジスタＭ２、第３トランジスタＭ４、及びストレージキャパシタＣｓ
ｔを含む。
　画素１００は、アノード電極に流入される駆動電流に対応して発光する有機発光ダイオ
ードＯＬＥＤ、有機発光ダイオードＯＬＥＤに駆動電流を伝達する駆動トランジスタＭ１
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を含む。
【００４８】
　駆動トランジスタＭ１は、有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極と第１電源電圧
ＥＬＶＤＤとの間に位置して、第１電源電圧ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードＯＬＥＤ
を経由して第２電源電圧ＥＬＶＳＳに流れる電流量を制御する。
　具体的に、駆動トランジスタＭ１のゲート電極はストレージキャパシタＣｓｔの一端に
接続され、第１電極はストレージキャパシタＣｓｔの他端及び第１電源電圧ＥＬＶＤＤに
接続される。駆動トランジスタＭ１は、ストレージキャパシタＣｓｔに保存されたデータ
信号による電圧値に対応して第１電源電圧ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードＯＬＥＤに
流れる駆動電流を制御する。この時、有機発光ダイオードＯＬＥＤは、駆動トランジスタ
Ｍ１から供給される駆動電流量に対応する光を発光させる。
【００４９】
　第１トランジスタＭ３は、有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極と複数のデータ
線のうちの画素１００に連結されたデータ線Ｄｍとの間に位置して、前記有機発光ダイオ
ードＯＬＥＤから有機発光ダイオードの駆動電圧の伝達を受ける。
　具体的に、第１トランジスタＭ３のゲート電極は複数の感知線のうちの画素１００に連
結された感知線ＳＥｎに接続され、第１電極は有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電
極に連結され、第２電極は複数のデータ線のうちの対応するデータ線Ｄｍに連結される。
第１トランジスタＭ３は、感知線ＳＥｎにゲートオン電圧レベルの感知信号が供給される
場合にはターンオンされ、その他の場合にはターンオフされる。前記感知信号は感知期間
に供給される。
【００５０】
　第２トランジスタＭ２は、複数の走査線のうちの画素１００に連結された走査線Ｓｎと
前記複数のデータ線のうちの画素１００に連結されたデータ線Ｄｍに接続され走査線Ｓｎ
とから伝達される走査信号に応答して駆動トランジスタＭ１にデータ信号を伝達する。
　具体的に、第２トランジスタＭ２のゲート電極は複数の走査線のうちの対応する走査線
Ｓｎに接続され、第１電極は複数のデータ線のうちの対応するデータ線Ｄｍに接続され、
第２電極は駆動トランジスタＭ１のゲート電極に接続される。このような第２トランジス
タＭ２は、走査線Ｓｎにゲートオン電圧レベルの走査信号が供給される場合にはターンオ
ンされ、その他の場合にはターンオフされる。前記走査信号は、感知期間のうち、補償部
６０から駆動トランジスタＭ１のゲート電極にかかる電圧がセンシングされる期間及びデ
ータ線Ｄｍから所定のデータ信号が伝達される期間にだけオン電圧レベルである。
【００５１】
　第３トランジスタＭ４は、有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極と駆動トランジ
スタＭ１との間に位置して、複数の発光制御線のうちの画素１００に連結された発光制御
線ＥＭｎに接続され、発光制御線ＥＭｎから伝達される発光制御信号に応答して有機発光
ダイオードＯＬＥＤの発光を制御する。
　具体的に、第３トランジスタＭ４のゲート電極は複数の発光制御線のうちの対応する発
光制御線ＥＭｎに接続され、第１電極は駆動トランジスタＭ１の第２電極に接続され、第
２電極は有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極に接続される。第３トランジスタＭ
４は、発光制御線ＥＭｎにゲートオン電圧レベルを有する発光制御信号が供給される場合
にはターンオンされ、その他の場合にはターンオフされる。
【００５２】
　ストレージキャパシタＣｓｔは、一端が駆動トランジスタＭ１のゲート電極に接続され
、他端が駆動トランジスタＭ１の第１電極及び第１電源電圧ＥＬＶＤＤに接続されている
。
　ストレージキャパシタＣｓｔには駆動トランジスタＭ１のしきい電圧に対応する電圧が
充電されているので、データ線Ｄｍからデータ信号が伝達されると、ストレージキャパシ
タＣｓｔの一端と駆動トランジスタのゲート電極が連結されている第１ノードＮ１にかか
る電圧は前記データ信号に対応して変化する。その後、駆動トランジスタＭ１及び第３ト
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ランジスタＭ４がターンオンされて、第１電源ＥＬＶＤＤ及び有機発光ダイオードＯＬＥ
Ｄのカソード電極までの電流経路が形成されると、それによって駆動トランジスタＭ１の
Ｖｇｓ電圧値、つまり駆動トランジスタＭ１のゲート電極に印加されたデータ信号の電圧
と第１電極の電圧ＥＬＶＤＤとの差に相当する電圧に対応する電流が有機発光ダイオード
ＯＬＥＤに印加されて、これに対応する明るさで発光する。
【００５３】
　図４は図１に示された一部の構成及び画素の一実施形態による回路図を示した図面であ
る。
　具体的に、図４は前記図１の選択部７０、補償部６０を含む詳細な構成及び前記図３の
画素１００の回路図を連結して示したものである。図４で、画素１００は、表示部１０を
構成する複数の画素全体のうちの対応する１つの画素だけを代表的に示したものであり、
本発明の一実施形態による有機発光表示装置に含まれる補償部６０、タイミング制御部５
０、選択部７０、及びデータ駆動部の補償過程及び駆動が表示部１０の複数の画素全体に
対して行われるのはもちろんである。
【００５４】
　それでは、図４と共に図５乃至図９の波形図を利用して、本発明の一実施形態による有
機発光表示装置におけるイメージスティッキング及びムラ現象が補償される過程を説明す
る。
　図４では、選択部７０の複数のデータ選択スイッチ及び複数の補償部選択スイッチのう
ちの画素１００に連結されたデータ線Ｄｍに連結されているデータ選択スイッチＳＷ１及
び補償部選択スイッチＳＷｍだけを示した。
　補償部選択スイッチＳＷｍは、画素１００に連結されたデータ線Ｄｍから分岐された分
岐線に連結されている。ここで、データ線から分岐された分岐線とは、補償線７３を意味
する。
【００５５】
　補償部選択スイッチＳＷｍが感知期間にターンオンされると、補償部選択スイッチＳＷ
ｍを通じて補償線７３及びデータ線Ｄｍを経て画素１００に対するセンシングが行われる
。前記対応するデータ線Ｄｍに連結された補償線７３に補償部６０の電流ソース部６０１
、第１電流シンク部６０３、及び第２電流シンク部６０５が連結されている。
　電流ソース部６０１は、第１スイッチＳＷ２を含み、第１スイッチＳＷ２のスイッチン
グ動作によって制御される。第１電流シンク部６０３は、第２スイッチＳＷ３を含み、第
２スイッチＳＷ３によって駆動が制御される。また、第２電流シンク部６０５は、第３ス
イッチＳＷ４を含み、第３スイッチＳＷ４によって制御される。第１スイッチＳＷ２、第
２スイッチＳＷ３、及び第３スイッチＳＷ４のスイッチング動作を制御する選択信号各々
は、タイミング制御部５０で生成されて伝達されたり、あるいは選択部７０の選択駆動部
７５で生成されて伝達される。
【００５６】
　第１スイッチＳＷ２、第２スイッチＳＷ３、及び第３スイッチＳＷ４は、１つのノード
に共通的に接続することができ、前記ノードの電圧がＡＤＣ６０７に伝達される。
　図５は第１電流シンク部６０３が第２電圧をセンシングするための波形図であり、図６
は第２電流シンク部６０５が第３電圧をセンシングするための波形図である。図７は補償
部６０の電流ソース部６０１が第１電圧をセンシングするための波形図であり、図８はデ
ータ信号が伝達されて、画素１００で映像が表示されるための波形図である。図９は本発
明の他の実施形態による有機発光表示装置の駆動波形図であって、第１電圧をセンシング
すると同時に画素１００にデータ信号を伝達して映像を表示するための波形図である。
【００５７】
　前記図５乃至図９の波形図は、図４に提示された画素１００の回路を構成するトランジ
スタ及び複数の選択スイッチがＰＭＯＳであることを想定して提案したものであって、画
素１００の回路に含まれるトランジスタ及び複数の選択スイッチがＮＭＯＳで具現される
と、波形図の極性が反転する。
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　一方、本発明の実施形態では、有機発光表示装置の表示部１０のディスプレイ以前にイ
メージスティッキング及びムラ現象に対する補償過程が行われればよいので、前記各補償
過程は、図５乃至図９の順序に限定されない。補償時期は、自動的に決定された所定の時
間に行われてもよく、使用者が決定する任意の時間に行われてもよい。
【００５８】
　図４に示された本発明の一実施形態による有機発光表示装置において、図５の波形図に
よって画素１００の駆動トランジスタＭ１のゲート電極にかかる電圧がセンシングされる
過程は下記の通りである。
　図５を参照すれば、時点ｔ１に画素１００に対応するデータ線に接続されたデータ選択
スイッチＳＷ１を制御するデータ選択信号ＳＷＣ１がハイレベルで伝達されて、データ選
択スイッチＳＷ１がターンオフされる。反面、画素１００に対応するデータ線から分岐さ
れた補償線７３に接続された補償部選択スイッチＳＷｍは、これを制御する補償部選択信
号ＳＷＣｍが時点ｔ１でローレベルで伝達されるので、ターンオンされる。
【００５９】
　時点ｔ１に画素１００に供給される走査信号Ｓ［ｎ］、発光制御信号ＥＭ［ｎ］、及び
感知信号ＳＥ［ｎ］各々がローレベル電圧で伝達される。これによって、図４の画素１０
０内で走査信号Ｓ［ｎ］が伝達された第２トランジスタＭ２、発光制御信号ＥＭ［ｎ］が
伝達された第３トランジスタＭ４、及び感知信号ＳＥ［ｎ］が伝達された第１トランジス
タＭ３が時点ｔ１でターンオンされる。
　第２トランジスタＭ２、第３トランジスタＭ４、及び第１トランジスタＭ３がターンオ
ンされるＰ１期間に、第１電流シンク部６０３の第２スイッチＳＷ３はローレベルの選択
信号ＳＷＣ３によってターンオンされる。そうすると、第２電流がこの期間にターンオン
された補償部選択スイッチＳＷｍを通じて連結されたデータ線を通してシンクされる。
【００６０】
　従って、駆動トランジスタＭ１がターンオンされて、第１電源電圧ＥＬＶＤＤから有機
発光ダイオードのカソード電極まで電流経路が形成される。また、駆動トランジスタＭ１
のゲート電極と第１電極との電圧差Ｖｇｓは、第２電流に対応する電圧値に形成され、そ
れに基づいて駆動トランジスタＭ１のゲート電極の電圧（第２電圧）が第１ノードＮ１に
印加される。
【００６１】
　前記第２電圧は、第２トランジスタＭ２を通じて画素１００に連結されたデータ線Ｄｍ
及び補償線７３を経由してＡＤＣ６０７に伝達されて、デジタル値に変換される。
　図６を参照すれば、時点ｔ３から時点ｔ４までの間にデータ選択スイッチＳＷ１を制御
するデータ選択信号ＳＷＣ１がハイレベルで伝達されて、データ選択スイッチＳＷ１がタ
ーンオフされる。反面、画素１００に対応するデータ線から分岐された補償線７３に接続
された補償部選択スイッチＳＷｍは、これを制御する補償部選択信号ＳＷＣｍが時点ｔ３
でローレベルで伝達されるので、ターンオンされる。
　時点ｔ３で、画素１００に供給される走査信号Ｓ［ｎ］、発光制御信号ＥＭ［ｎ］、及
び感知信号ＳＥ［ｎ］各々がローレベル電圧で伝達されて、第２トランジスタＭ２、第３
トランジスタＭ４、及び第１トランジスタＭ３各々はＰ２期間の間にターンオンされる。
【００６２】
　この時、第２電流シンク部６０５の第３スイッチＳＷ４は、ローレベルの選択信号ＳＷ
Ｃ４に応答してターンオンされる。そうすると、第２電流シンク部６０５がＰ２期間にタ
ーンオンされた補償部選択スイッチＳＷｍを通じて連結されたデータ線を通して第３電流
をシンクする。
　従って、駆動トランジスタＭ１がターンオンされて、第１電源電圧ＥＬＶＤＤから有機
発光ダイオードのカソード電極まで電流経路が形成される。また、駆動トランジスタＭ１
のゲート電極と第１電極との電圧差Ｖｇｓは、第３電流に対応する電圧値に形成され、そ
れに基づいて駆動トランジスタＭ１のゲート電極の電圧第３電圧が第１ノードＮ１に印加
される。
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　前記第３電圧は、第２トランジスタＭ２を通じて画素１００に連結されたデータ線Ｄｍ
及び補償線７３を経由してＡＤＣ６０７に伝達されて、デジタル値に変換される。
　補償部６０のメモリ部６０９は、前記変換された第２電圧及び第３電圧のデジタル値を
各々保存し、制御部６１３は、これら電圧値から画素１００の駆動トランジスタＭ１のし
きい電圧及び電子移動度を算出する。
　一実施形態として、第１電流シンク部６０３でシンクする第２電流の電流値は、画素が
最大輝度で発光する時の電流値Ｉｍａｘに設定し、第２電流シンク部６０５でシンクする
第３電流の電流値は、低階調データ電圧に対応する電流値に設定し、特に、Ｉｍａｘの１
／４に相当する電流値１／４Ｉｍａｘに設定する。
【００６４】
　前記第２電流及び第３電流に各々シンクした時に図４の第１ノードＮ１に印加される駆
動トランジスタＭ１のゲート電極の電圧値、つまり第２電圧の電圧値Ｖ１及び第３電圧の
電圧値Ｖ２各々は、下記のように算出される。
【００６５】
【数１】

【００６６】
【数２】

【００６７】
　数式１及び２のＥＬＶＤＤは、第１電源電圧ＥＬＶＤＤから供給される電圧値であって
、駆動トランジスタＭ１の第１電極にかかる電圧である。
　また、βは、駆動トランジスタＭ１のチャンネルを移動する電子の移動度であり、|Ｖ
ｔｈＭ１|は、画素１００の駆動トランジスタＭ１の固有しきい電圧である。
　従って、前記２つの数式のうちの２つの未知数である駆動トランジスタＭ１のしきい電
圧及び移動度を求めることができる。
【００６８】
　ただし、Ｉｍａｘの１／４に相当する電流値１／４Ｉｍａｘに設定された第３電流にシ
ンクして補償する場合には、低階調データの実現が難しい問題が発生する。特に、所望の
レベルのブラック輝度の達成が難しいため、第３電流にシンクした時に検出される第３電
圧の電圧値Ｖ２に所定の補償電圧値Ｖｓｈｉｆｔを印加して計算する。そうすると、最小
の電流でシンクしなかったため、第３電圧の検出時間が速くなると同時に所望のレベルの
ブラック輝度の達成が可能になる。補償電圧値Ｖｓｈｉｆｔを反映した数式は、下記の通
りである。
【００６９】
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【数３】

【００７０】
　ここで、Ｖ３電圧値は、画素１００が最低輝度で発光する時の電流値に画素１００をシ
ンクした時に第１ノードＮ１に印加される電圧値を意味する。階調全体が２５６階調であ
る場合であれば、１／２５６Ｉｍａｘの電流値にシンクした時に検出される電圧値である
。
　前記数式１及び３を利用して駆動トランジスタの移動度及びしきい電圧に関する未知数
Ｑ１及びＱ２を計算すれば、表示部１０の複数の画素各々に含まれている駆動トランジス
タＭ１のしきい電圧及び移動度を算出することができる。
　未知数Ｑ１及びＱ２は、下記の数式４及び５に示した。
【００７１】
【数４】

【００７２】
【数５】

【００７３】
　このように制御部６１３で算出された複数の画素各々に対する駆動トランジスタＭ１の
しきい電圧及び移動度は、メモリ部６０９に保存される。
　図７の波形図は、画素１００の有機発光ダイオードＯＬＥＤの駆動電圧がセンシングさ
れる期間の波形図である。
　図７を参照すれば、時点ｔ５から時点ｔ６までのＰ３期間にデータ選択信号ＳＷＣ１が
ハイレベルで伝達されて、データ選択スイッチＳＷ１がターンオフされ、補償部選択信号
ＳＷＣｍがローレベルであるため、画素１００に対応するデータ線から分岐された補償線
７３に接続された補償部選択スイッチＳＷｍがターンオンされる。
【００７４】
　Ｐ３期間に、走査信号Ｓ［ｎ］及び発光制御信号ＥＭ［ｎ］はハイレベル電圧で伝達さ
れ、感知信号ＳＥ［ｎ］はローレベル電圧で伝達される。
　従って、画素１００内で走査信号Ｓ［ｎ］が伝達された第２トランジスタＭ２及び発光
制御信号ＥＭ［ｎ］が伝達された第３トランジスタＭ４はＰ３期間にターンオフされ、感
知信号ＳＥ［ｎ］が伝達された第１トランジスタＭ３はＰ３期間にターンオンされる。
　この時、電流ソース部６０１の第１スイッチＳＷ２は、ローレベルの選択信号ＳＷＣ２
が伝達され、それに応答してターンオンされる。そうすると、電流ソース部６０１がＰ３
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期間にターンオンされた補償部選択スイッチＳＷｍを通じて連結された補償線７３及びデ
ータ線Ｄｍで第１電流を有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給する。
【００７５】
　正常な有機発光ダイオードの場合、アノード電極に印加される駆動電圧は第１電流に対
応する適切な電圧値になるが、劣化した有機発光ダイオードの場合、抵抗が増加して、有
機発光ダイオードのアノード電極に印加される駆動電圧が相対的に増加する。このように
増加した有機発光ダイオードの駆動電圧は第１電圧であり、第１電圧がターンオンされた
第１トランジスタＭ３を通じてデータ線Ｄｍ及び補償線７３を経てＡＤＣ６０７に伝達さ
れて、デジタル値に変換される。
　メモリ部６０９は、第１電圧のデジタル値を保存し、制御部６１３は、有機発光ダイオ
ードがデータ信号による適切な輝度で発光することができるように、第１電圧に基づいて
劣化によって増加した電圧値だけ補償するデータ信号補償量を決定する。
【００７６】
　図８は画素１００が正常にデータ信号によって発光するための波形図を示した図面であ
る。
　時点ｔ７から時点ｔ８の期間に、画素１００に対応するデータ線に接続されたデータ選
択スイッチＳＷ１は、データ選択信号ＳＷＣ１がローレベルであるため、これに応答して
ターンオンされる。反面、画素１００に対応するデータ線から分岐された補償線７３に接
続された補償部選択スイッチＳＷｍは、これを制御する補償部選択信号ＳＷＣｍが時点ｔ
７から時点ｔ８の期間にハイレベルで伝達されるので、ターンオフされる。
【００７７】
　そして、時点ｔ７で、画素１００に供給される走査信号Ｓ［ｎ］がローレベル電圧で供
給されて、第２トランジスタＭ２はＰ４期間にターンオンされる。
　Ｐ４期間に、データ駆動部３０は、前記ターンオンされたデータ選択スイッチＳＷ１を
通じて対応するデータ線Ｄｍに補償されたデータ信号を伝達する。データ信号は第２トラ
ンジスタＭ２を経て第１ノードＮ１に伝達されるが、第１ノードＮ１に連結されたストレ
ージキャパシタＣｓｔは、データ信号に対応する電圧値を充電する。
　画素１００に伝達されるデータ信号は、図４のタイミング制御部５０で補正された映像
データ信号から生成されたものである。
【００７８】
　補正された映像データ信号は、データ駆動部３０のデジアナ変換部３１を経てアナログ
データ信号に変換される。
　前記アナログデータ信号は、ネガティブフィードバック（ｎｅｇａｔｉｖｅ ｆｅｅｄ
ｂａｃｋ）方式の演算増幅器（Ｏｐｅｒａｔｉｏｎａｌ Ａｍｐｌｉｆｉｅｒ）３３を経
て複数の画素のうちの対応する画素１００に連結されたデータ線Ｄｍに供給される。そう
すると、画素１００の有機発光ダイオードは、補正されたデータ信号によって発光するよ
うになるので、表示部１０全体の映像でイメージスティッキング及びムラ現象が除去され
て、良質な画面を提供することができる。
【００７９】
　図９は、本発明の他の実施形態として、正常なディスプレイ駆動時に有機発光ダイオー
ドＯＬＥＤの駆動電圧をリアルタイムでセンシングする過程を示した波形図である。
　図９を参照すれば、時点ｔ９で、補償部選択信号ＳＷＣｍがローレベルに下降してＰ５
期間はローレベルが維持されるので、画素１００に対応するデータ線から分岐された補償
線７３に接続された補償部選択スイッチＳＷｍがＰ５期間にターンオンされる。その後、
時点ｔ１０で、補償部選択信号ＳＷＣｍがハイレベルに上昇するので、補償部選択スイッ
チＳＷｍはＰ６期間にターンオフされる。反面、Ｐ５期間にデータ選択信号ＳＷＣ１がハ
イレベルで伝達されて、データ選択スイッチＳＷ１がターンオフされ、Ｐ６期間にデータ
選択信号ＳＷＣ１がローレベルで伝達されて、データ選択スイッチＳＷ１がターンオンさ
れる。
【００８０】
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　時点ｔ９で、画素１００に供給される感知信号ＳＥ［ｎ］がローレベル電圧でＰ５期間
に供給される。電流ソース部６０１の第１スイッチＳＷ２は、Ｐ５期間に選択信号ＳＷＣ
２に応答してターンオンされる。
　そうすると、電流ソース部６０１は、Ｐ５期間に前記図７で説明したような方式でター
ンオンされた補償部選択スイッチＳＷｍを通じて連結されたデータ線及び補償線７３で第
１電流を有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給し、ターンオンされた第１トランジスタＭ３
を通じて第１電圧がＡＤＣ６０７に伝達される。
　時点ｔ１０では、選択信号ＳＷＣ２に応答して第１スイッチＳＷ２がターンオフされる
と同時に、データ選択信号ＳＷＣ１がローレベルに下降して、Ｐ６期間にデータ選択スイ
ッチＳＷ１がターンオンされる。
【００８１】
　時点ｔ１０で、画素１００に供給される走査信号Ｓ［ｎ］がローレベル電圧で供給され
るので、第２トランジスタＭ２がＰ６期間にターンオンされる。そうすると、データ信号
がＰ６期間に前記図８で説明したような方式で対応するデータ線Ｄｍを通じて第２トラン
ジスタＭ２を通過して第１ノードＮ１に伝達されて、ストレージキャパシタＣｓｔは対応
するデータ信号による電圧値を充電する。
　ストレージキャパシタＣｓｔにデータ信号に対応する電圧が充電された後、時点ｔ１１
で走査信号Ｓ［ｎ］がハイレベル電圧に上昇すると、第２トランジスタＭ２がターンオフ
され、その反面、発光制御信号ＥＭ［ｎ］はローレベル電圧に下降して、第３トランジス
タＭ４がターンオンされる。従って、駆動トランジスタＭ１からデータ信号に対応する駆
動電流が有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給されて、所定の輝度の映像が表示される。
【００８２】
　図９の実施形態のような波形図では、画素１００に対応する走査信号Ｓ［ｎ］が供給さ
れる以前に対応する感知信号ＳＥ［ｎ］を供給して、有機発光ダイオードＯＬＥＤの駆動
電圧情報をメモリ部６０９に保存することができる。所定の１つのフレーム期間に有機発
光ダイオードの駆動電圧が感知されてメモリ部６０９に保存され、これに基づいて補償さ
れたデータ信号は下記のフレーム期間に画素に伝達されて発光される。
　図１０は既存のアルゴリズムを適用した有機発光表示装置の階調別電流曲線を示したグ
ラフである。
【００８３】
　具体的に、図１０は図５及び図６の波形図による画素の駆動トランジスタのゲート電極
にかかる電圧を各々検出し、数式１及び２を利用して駆動トランジスタのしきい電圧及び
移動度の偏差を求めた後、これを補償してデータ信号を補正した映像の階調別電流曲線グ
ラフを示したものである。
　図１０を参照すれば、補償されたデータ信号によって発光した画素が低階調データ領域
を十分に実現することができないことが分かる。
　しかし、最低階調データ電圧に対応する電流値にシンクして検出した画素の駆動トラン
ジスタのゲート電極の電圧値との差を補償する補償電圧値Ｖｓｈｉｆｔを反映して補償量
を算出した場合、図１１のように２．２ガンマ曲線に一致して、低階調データ領域まで十
分に表現されていることが分かる。
【００８４】
　以上で、本発明の具体的な実施形態と関連して本発明を説明したが、これは例示に過ぎ
ず、本発明はこれに限定されない。従って、当業者は、本発明の範囲を逸脱せずに説明さ
れた実施形態を変更または変形することができ、このような変更または変形も本発明の範
囲に属する。また、明細書で説明した各構成要素の物質は、当業者が公知された多様な物
質から容易に選択して代替することができる。また、当業者は、本明細書で説明された構
成要素のうちの一部を性能の劣化なく省略したり、性能を改善するために構成要素を追加
することができる。そればかりか、当業者は、工程環境や装備によって本明細書で説明し
た方法段階の順序を変更することもできる。従って、本発明の範囲は、説明された実施形
態でなく、特許請求の範囲及びその均等物によって決定されなければならない。
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【符号の説明】
【００８５】
１０　表示部
２０　走査駆動部
３０　データ駆動部
３１　デジアナ変換部
３３　演算増幅器
４０　感知駆動部
５０　タイミング制御部
６０　補償部
７０　選択部
７３　補償線
７５　選択駆動部
１００　画素
６０１　電流ソース部
６０３　第１電流シンク部
６０５　第２電流シンク部
６０７　ＡＤＣ
６０９　メモリ部
６１１　ルックアップテーブル
６１３　制御部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】



(25) JP 5761776 B2 2015.8.12

【図１１】
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